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日本と同じくルワンダもコロナ禍にあります。東京のＡＲＣ本部も密を避けるために集まっての活動はひかえております。またル

ワンダでの現地活動も行えなかったため、現地のパートナーたちと連絡を取り合いながらという状況です。活動報告が遅れまし

たが、これまでの活動状況をご報告いたします。今回は、ルワンダ子ども支援基金事業の報告をお送りいたします。 

ルワンダ子ども支援基金報告―お母さんたちの声 （小峯 茂嗣 ＡＲＣ事務局長） 
現在、ルワンダ子ども支援基金事業は、現地法人Five Holy Pillars(FHPO)が運営するキガリの小学校の Nature Nursery School に通う低所得層の家

庭の子どもたちに奨学支援を行っています。この学校は首都キガリの中でも開発から取り残されている地域にあり、低の所得層の子どもたちに学校

教育を提供するという志を持つ人々によってつくられました。近年のルワンダは「アフリカの奇跡」とよばれるほどの経済発展ぶりが報じられますが、

その陰でこういう地域の人々は、再開発を名目とした住居立ち退きをおそれてもいます。国連が掲げる「持続可能な開発目標（SDGs）」では「だれ一人

取り残さない」とうたっています。だからこそキラキラした発展の陰で見捨てられかねない人々を支えようとするルワンダの人たちの努力を応援してい

きたいと思っています。 

サポーターの皆さまのご支援によって、2020年度には 2100ドル（約23万円）の支援を行いました。これによって 30人の子どもたちの学費、学用品

や制服、通学カバンなどを支援することができました。ルワンダで新型コロナウイルスの初めての感染者が確認される以前に、キガリで子どもたちの

お母さんたちに集まってもらい、お話を聞くことができました。 

 

⓵ 子どもに教育を受けさせることへの期待 

 

ARCのルワンダ子ども支援基金のサポーターの方々が私たちルワンダの

教育を支えてくれていることにはほんとうに感謝しています。将来の自分

のやりたい仕事を見つけ、地域や教会、家族に貢献できる人になれると思

います。長い時間はかかることだけど、教育は大切だと思っています。 

 

子どもにとって教育はとても大切だと考えています。誰だって自

分の子どもが将来どうなっていくかはわからないじゃないです

か。だから教育を受けることで自分自身や家族、そしてルワンダ

の未来のためにはたらける人になってほしいと思っています。 

 

子どもの教育は重要だと思っています。学校でいい成績をおさめるこ

とは自分の成長を促すことにもなりますし、そこでのスキルアップは

子どもの将来のために役立つと思っています。 

ARC のルワンダ子ども支援基金プロジェクトにはとても感謝

しています。子どもは学校で学ぶことによって子ども自身や家族

を支えていくことができるようになると思っています。 

子どもには中等学校に進級する国家試験に合格してほしく

てこの学校に通わせたいと思いました。そうすれば将来、ち

ゃんとした仕事についてもらえて、子ども自身や家族にとっ

てもより良い生活をできる可能性が開けると思うのです。 



   

② お子さんには将来どんな人になってほしいですか？ 

 

ARCルワンダ子ども支援基金への応援をよろしくお願いいたします♪ 

     お近くの郵便局（ATM）から 郵便振替口座 00250-2-57833（口座名義人「アフリカ平和再建委員会」） 

  一口８０００円となります。一口につき支援を受けている子どもの絵手紙を一枚お贈りさせていただきます。 
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子どもには将来は医者や薬剤師みたいな医療の仕事にな

ってほしいわ。なぜなら自分が年を取って衰えたら助けて

くれると思うし、医者はグローバルな仕事だからどこの国

に行っても役立つ人になりますからね。 

 

子どもにはりっぱな人になってもらいたいで

す。例えば海外で人を助ける人道支援のよう

なことをしてほしい。ルワンダも外国の人た

ちから助けてもらいましたから。 

学校で学んで自分で生活を支えることができるスキルを持った人に

なってもらいたいですね。そして私たちが暮らす地域に貢献できる人

になってほしいです。たとえば貧困をなくすような仕事をしてもらい

たいですね。 

社会に貢献できるスキルを持った人になってもらい

たいですね。自分より幼い人たちに勉強を教えたりす

る先生になってほしいなと思っています。 

今みたいな貧しい生活ではなくなって、自分たちが暮らす地域

で必要とされる役割を担っていってほしいと思っています。 


